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2014 新耐震基準適合

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

大黒町25-1
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0020
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

備品収納のため

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公用
須賀川地域

1 0001 倉庫1

所 有 者 総建築面積 197.38

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
201498.69

197.38
197.381353.40

供用開始日 2014/03/01

新耐震基準適合

98.690002 倉庫2 倉庫・物置 公用 鉄骨造 1 0 98.69
3

大黒町倉庫

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公用 鉄骨造 1 0 98.69

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 0.4 △ 96.1
総額 254.6

0.0 0.0
人件費

16.1 7.9
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

255.8 10.1

239.6 239.7 2.2
光熱水費 15.1

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0020大黒町倉庫

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 10 20 30 40 50 60

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 大黒町倉庫 施 設 番 号 L120-0020
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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10
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費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能
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80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

H26.3竣工

H26.3竣工

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備なし。

給排水設備なし。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0020
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

福島交通：大黒町停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

③

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

5

5

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

大黒町倉庫 施 設 番 号
基準日

5H26.3竣工
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

弘法坦151-1
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0030
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

不明

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 車庫

所 有 者 総建築面積 127.35

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1973127.35

127.35
127.35127.35

供用開始日 1973/03/01

耐震診断̲不明

3

弘法坦車庫

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 127.35

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
賃貸借契約中

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 10.6 △ 74.5
総額 5.7

0.0 0.0
人件費

3.8 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

5.1 1.3

1.2 1.3 1.3
光熱水費 4.5

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0030弘法坦車庫

（人）

　財　務　情　報

令和6年
5 55

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

100.0% 100.0%

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

0.0 0.0
315.3 315.3 315.3

対前年度増減率(%)

国・県支出金
315.3 315.3 315.3

0 2 4 6 8 10 12

0 50 100 150 200 250 300

当該施設

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 弘法坦車庫 施 設 番 号 L120-0030
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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④
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⑱
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100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

1シャッターの不具合による修繕要望あり。

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備なし。

給排水設備なし。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0030
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

貸付物件のため、民間代替可能。

福島交通：北町停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

弘法坦車庫 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

20
19
18
17
16
15

13
14

11
12

10
9
8
7
6
5
4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

仁井田字舘内194
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0040
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

不明

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 倉庫

所 有 者 総建築面積 84.38

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
196484.38

84.38
84.38258.76

供用開始日 1964/10/31

耐震診断̲不明

3

旧仁井田駐在所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公共用 木造 1 0 84.38

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) - -
総額 0.0

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0040旧仁井田駐在所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧仁井田駐在所 施 設 番 号 L120-0040
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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100
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③

使用していない施設。

施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0040
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

福島交通：仁井田南停留所

使用していない施設。

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

1

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧仁井田駐在所 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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7

6.00 1967 耐震診断̲不明

6
5 0005 旧大森小体育館便所 便所 公共用 ブロック造 1 0 6.00

体育館 公共用 鉄骨造 1
1973 耐震診断̲不明

0 458.00 458.00 1967 耐震診断̲不明

4 0004 旧大森小体育館渡り廊下 校舎・園舎 1967

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

狸森字石崎25-1
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0060
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

用途廃止により引継ぎ

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 旧校舎

所 有 者 総建築面積 1187.00

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1967669.00

1187.00
1187.006877.76

供用開始日 1967/11/01

耐震診断̲不明

5.000002 旧オイル保管庫 倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 5.00

公共用 鉄骨造 耐震診断̲不明

3 0003 旧大森小体育館

旧大森小学校

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

1 0 49.00 49.00

校舎・園舎 公共用 鉄骨造 2 0 669.00

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 1.4 1.4
総額 49.6

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

50.3 51.0

49.6 50.3 51.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0060旧大森小学校

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 10 20 30 40 50

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧大森小学校 施 設 番 号 L120-0060
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
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高
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

老朽化が著しい。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備なし。

給排水設備なし。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③

一部地元行政区の備品を収納している。

施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0060
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

民間物件で代替可能。施設の老朽化が著しいので収
蔵物の移設要検討。

福島交通：大森田停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

1

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧大森小学校 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

20
19
18
17
16
15

13
14

11
12

10
9

4.00 1965 耐震診断̲不明

8
7 0007 旧東山小便所 便所 公共用 木造 1 0 4.00

6.00 1965 耐震診断̲不明

6 0006 旧東山小物置 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 20.00 20.00 1965 耐震診断̲不明

5 0005 旧東山小渡り廊下 校舎・園舎 公共用 木造 1 0 6.00

給食室 公共用 木造 1
1967 耐震診断̲不明

0 67.00 67.00 1972 耐震診断̲不明

4 0004 旧東山小体育館 体育館 1965

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

小倉字柴折久保45-33
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0070
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

用途廃止により引継ぎ

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 旧校舎

所 有 者 総建築面積 1023.40

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1965113.40

1023.40
1023.406593.00

供用開始日 1965/10/01

耐震診断̲不明

486.000002 旧校舎（増築） 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 2 0 486.00

公共用 鉄骨造 耐震診断̲不明

3 0003 旧給食室

旧東山小学校

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

1 0 327.00 327.00

校舎・園舎 公共用 木造 2 0 113.40

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
R6.5.31　貸付契約終了。

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 1.2 1.2
総額 11.2

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

11.3 11.5

11.2 11.3 11.5
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0070旧東山小学校

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

0.0 △ 83.3
718.5 718.5 119.9

対前年度増減率(%)

国・県支出金
718.5 718.5 119.9

0 2 4 6 8 10 12

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧東山小学校 施 設 番 号 L120-0070
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

校舎自体は指定されていないが、校庭及び体育館が
指定されている。

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備なし。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0070
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

福島交通：糠塚下停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

1

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧東山小学校 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

20
19
18
17
16
15

13
14

11
12

10
9
8
7
6
5
4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

舘ケ岡字本郷84-3
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0090
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

用途廃止により引継ぎ

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 旧消防屯所

所 有 者 総建築面積 37.02

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
196537.02

37.02
37.0268.00

68.00

供用開始日 1965/09/01

耐震診断̲不明

3

旧第７分団舘ケ岡班屯所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

事務所 公共用 ブロック造 1 0 37.02

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) - -
総額 0.0

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0090旧第７分団舘ケ岡班屯所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧第７分団舘ケ岡班屯所 施 設 番 号 L120-0090
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0090
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

行政財産用途廃止物件のため、民間物件で代替可
能。

福島交通：舘ヶ岡停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧第７分団舘ケ岡班屯所 施 設 番 号
基準日

1



～
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

上北町1-3
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0100
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

不明

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 倉庫

所 有 者 総建築面積 40.00

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
197140.00

40.00
40.0040.00

供用開始日 1971/01/01

耐震診断̲不明

3

旧葉たばこ生産事務所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 40.00

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
無償賃貸借契約中

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 4.3 3.9
総額 0.3

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.3 0.4

0.3 0.3 0.4
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0100旧葉たばこ生産事務所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

4.3 3.9
0.3 0.3 0.4

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.3 0.3 0.4

0 2 4 6 8 10

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧葉たばこ生産事務所 施 設 番 号 L120-0100
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
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④
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⑰
⑱
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劣

劣← →優施 設 性 能
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80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備なし。

給排水設備なし。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0100
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

貸付物件のため、民間物件で代替可能。

福島交通：北町停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧葉たばこ生産事務所 施 設 番 号
基準日

1貸付物件のため不明。
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1968 耐震診断̲不明

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

旭町201-3
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0120
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

不明

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 集会所

所 有 者 総建築面積 174.64

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1968120.96

174.64
174.64267.00

供用開始日 1968/03/01

耐震診断̲不明

53.680002 物置 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 53.68
3

馬町集会所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

集会所・会議室 公共用 木造 1 0 120.96

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
無償賃貸借契約中

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 1.1 1.1
総額 5.9

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

6.0 6.0

5.9 6.0 6.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0120馬町集会所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

1.1 1.1
5.9 6.0 6.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
5.9 6.0 6.0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 馬町集会所 施 設 番 号 L120-0120
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

3

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ② 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

貸付物件のため不明。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③

馬町町内会に集会所として貸付。

施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

消防法による点検・報告義務なし。

6

L120-0120
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

貸付物件のため、民間物件で代替可能。

福島交通：須賀川商工会議所停留所

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ② 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

3

5

5

1

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

馬町集会所 施 設 番 号
基準日

1貸付物件のため不明。
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

中山63番地9、中山63番地10
須賀川市 総務部市民安全課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0130
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

自転車等利用者のサービス向上及び須賀川駅周辺の環境保持のため

都市計画決定(H3.11.1)　市自転車等駐車場条例(H5.12.24)

■　運営・管理情報
指定管理

公共用
須賀川地域

1 0001 須賀川駅前自転車等駐車場

所 有 者 総建築面積 375.34

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1993736.88

736.88
736.88626.26

6:00 22:00
供用開始日 1993/11/01

新耐震基準適合

3

須賀川駅前自転車等駐車場

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

営 業 時 間

自転車置場・置場 公共用 鉄骨造 2 0 375.34

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 0.0 △ 37.5
総額 2,400.0

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

2,400.0 1,500.0

2,400.0 2,400.0 1,500.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0130須賀川駅前自転車等駐車場

（人）

　財　務　情　報

令和6年
12,802 12,69112,539

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

102.1% 99.1%

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

△ 88.5 △ 100.0
11.9 1.4 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
11.9 1.4 0.0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川駅前自転車等駐車場 施 設 番 号 L120-0130
施設大分類 共通 施設中分類 その他
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0130
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ③ 不特定多数の住民に利用されていますか。 5

5

3

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

③16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

須賀川駅前自転車等駐車場 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

栄町199
須賀川市 総務部市民安全課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0140
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

条例に基づき撤去された自転車等を保管するため

市自転車等放置防止条例(H5.12.24)

■　運営・管理情報
業務委託

公共用
須賀川地域

1 0001 自転車等収納小屋

所 有 者 総建築面積 66.00

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
199466.00

66.00
66.00501.00

9:00 12:00
供用開始日 1994/01/01

新耐震基準適合

3

自転車等収納小屋

基準日

時 間 備 考 引取日時　毎月第３火曜日の9時～12時（撤去作業も含む）

■　敷地・建物情報
指定管理者 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

営 業 時 間

自転車置場・置場 公共用 不明 1 0 66.00

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 16.8 △ 69.9
総額 496.6

0.0 0.0
人件費

14.4 7.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

413.1 124.5

484.4 398.7 117.5
光熱水費 12.2

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0140自転車等収納小屋

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

△ 100.0 -
1.0 0.0 1.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
1.0 0.0 1.0

0 500 1000 1500 2000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 自転車等収納小屋 施 設 番 号 L120-0140
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0140
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

自転車等収納小屋 施 設 番 号
基準日

1
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1975 耐震診断̲未実施

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

梅田字沖田11番地4
須賀川市 経済環境部農政課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0150
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

旧岩瀬村農業協同組合事務所

■　運営・管理情報
一部業務委託

公共用
岩瀬地域
白方小学校
岩瀬中学校

1 1 農業技術拠点センター

所 有 者 総建築面積 631.27

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1989526.86

828.28
828.281576.35

供用開始日 1989/03/24

耐震診断̲未実施

301.422 倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 301.42
3

農業技術拠点センター

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

事務所 公共用 鉄骨造 2 0 329.85

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 1.3 △ 2.5
総額 666.2

0.0 0.0
人件費

675.1 658.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

675.1 658.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 666.2

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0150農業技術拠点センター

（人）

　財　務　情　報

令和6年
750 7801,440

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

52.1% 104.0%

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 199.6

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 199.6

0 200 400 600 800 1000

0 200 400 600 800 1000

当該施設

0.0

100.0

200.0

300.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 農業技術拠点センター 施 設 番 号 L120-0150
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

5

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ③ 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

現在、暴風により点センター裏側倉庫の屋根が一部破
損し、修繕を行う予定である。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0150
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ② 不特定多数の住民に利用されていますか。 3

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ② 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 3

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

5

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

農業技術拠点センター 施 設 番 号
基準日

1
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

桙衝字古町183番地
須賀川市 市民福祉部長沼市民サービスセンター

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0160
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
長沼地域

1 0001 その他

所 有 者 総建築面積 172.78

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1971172.78

172.78
172.781196.01

供用開始日 1971/01/01

耐震診断̲不明

3

旧桙衝市民サービスセンター

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

その他 公共用 木造 1 0 172.78

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) - -
総額 0.0

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0160旧桙衝市民サービスセンター

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧桙衝市民サービスセンター 施 設 番 号 L120-0160
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

1

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0160
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ① 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

1

5

5

1

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧桙衝市民サービスセンター 施 設 番 号
基準日

1
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1996 新耐震基準適合

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

長沼字金町85番地
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0170
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

■　運営・管理情報
直接運営

公用
長沼地域

1 0001 旧長沼支所庁舎

所 有 者 総建築面積 2133.70

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
19701,499.00

1764.08
1764.085127.52

988.95

供用開始日 1970/01/01

耐震改修̲未実施

265.080002 車庫・倉庫棟 車庫 公用 鉄筋C造 2 0 1,066.85
3

旧長沼支所庁舎

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

庁舎 公用 鉄筋C造 2 0 1,066.85

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 15.5 △ 2.6
総額 3,946.8

0.0 0.0
人件費

2,924.1 2,747.6
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

3,335.5 3,249.2

498.3 411.4 501.6
光熱水費 3,448.5

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0170旧長沼支所庁舎

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

19.3 △ 9.2
621.2 741.0 672.6

対前年度増減率(%)

国・県支出金
621.2 741.0 672.6

0 500 1000 1500 2000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
100.0
200.0
300.0
400.0
500.0

0.0
500.0

1,000.0
1,500.0
2,000.0
2,500.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧長沼支所庁舎 施 設 番 号 L120-0170
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
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↓
低

高← →低コスト／㎡
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⑱
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

② 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③

建物の一部を長沼商工会へ貸付。

施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0170
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

3

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ② 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 3

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

3

5

3

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧長沼支所庁舎 施 設 番 号
基準日

1
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4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

柱田字水押1
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0180
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

用途廃止により引継ぎ

無

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
岩瀬地域

1 0001 事務所

所 有 者 総建築面積 694.35

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1974614.70

694.35
694.352592.90

供用開始日 1974/03/01

耐震診断̲未実施

79.650002 事務所（増築） 校舎・園舎 公共用 木造 1 0 79.65
3

旧岩瀬保育所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 614.70

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
賃貸借契約中

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 3.3 3.2
総額 31.2

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

32.2 33.3

31.2 32.2 33.3
光熱水費 0.0

その他 11.3 11.6 29.3

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0180旧岩瀬保育所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

△ 89.0 △ 33.1
396.3 43.7 29.3

対前年度増減率(%)

国・県支出金
385.0 32.1 0.0

0 10 20 30 40 50 60

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0

200.0

400.0
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1,000.0
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2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧岩瀬保育所 施 設 番 号 L120-0180
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0180
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

③

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧岩瀬保育所 施 設 番 号
基準日

5
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

木之崎字向原２７番地
須賀川市 文化交流部文化振興課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0190
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

資料の保管のため

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
長沼地域

1 0001 旧長沼東保育所

所 有 者 総建築面積 433.80

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1979433.80

433.80
433.805687.41

供用開始日 1979/04/01

耐震診断̲未実施

3

旧長沼東保育所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 鉄骨造 1 0 433.80

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 2.3 8.2
総額 1,093.5

0.0 0.0
人件費

133.7 101.6
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

1,068.6 1,156.7

934.9 934.9 1,055.1
光熱水費 158.5

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0190旧長沼東保育所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧長沼東保育所 施 設 番 号 L120-0190
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

3

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0190
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧長沼東保育所 施 設 番 号
基準日

1



～
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㎡ ㎡

20
19
18
17
16
15

13
14

11
12

10
9
8
7
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4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

大栗字鞍掛石208番地
須賀川市 経済環境部農政課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0200
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

生活環境保全林の維持管理

無

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 作業所

所 有 者 総建築面積 16.20

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
200316.20

16.20
16.207617.00

供用開始日 2003/03/01

新耐震基準適合

3

生活環境保全林小規模作業所

基準日

時 間 備 考 開始時間：随時 終了時間：随時

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公共用 木造 1 0 16.20

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 6.3 4.1
総額 34.5

0.0 0.0
人件費

36.6 38.1
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

36.6 38.1

0.0 0.0 0.0
光熱水費 34.5

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0200生活環境保全林小規模作業所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 500 1000 1500 2000 2500

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0
500.0

1,000.0
1,500.0
2,000.0
2,500.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 生活環境保全林小規模作業所 施 設 番 号 L120-0200
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦
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⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0200
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

3

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

5

5

5

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

生活環境保全林小規模作業所 施 設 番 号
基準日

1
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

柱田字中地前19番地
須賀川市 文化交流部文化振興課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0210
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

民俗資料保存のため

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
岩瀬地域

1 0001 庁舎

所 有 者 総建築面積 380.80

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1969765.10

765.10
765.101896.94

供用開始日 1969/12/31

耐震診断̲未実施

3

旧岩瀬公民館

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 3 0 380.80

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 0.7 △ 27.9
総額 93.2

0.0 0.0
人件費

26.2 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

93.9 67.7

67.4 67.7 67.7
光熱水費 25.8

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0210旧岩瀬公民館

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 20 40 60 80 100

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧岩瀬公民館 施 設 番 号 L120-0210
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

3

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

① 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0210
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

1

1

1

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧岩瀬公民館 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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16
15
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14

11
12

10
9
8
7
6
5
4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

長沼字天神29番地
須賀川市 建設部道路河川課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0220
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

除雪車両を格納するため

任意

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
長沼地域

1 0001 除雪車格納庫

所 有 者 総建築面積 252.00

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
2008252.00

252.00
252.002378.00

供用開始日 2008/03/01

新耐震基準適合

3

須賀川西部地域除雪車車庫

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

車庫 公共用 鉄骨造 1 0 252.00

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 100.0 -
総額 26.7

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 26.7

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0220須賀川西部地域除雪車車庫

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川西部地域除雪車車庫 施 設 番 号 L120-0220
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
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④
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⑦
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⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2
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↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能
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80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

冷暖房設備は無い。

給排水設備は無い。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0220
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

車庫のため住民の利用はない。

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

3

5

5

5

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

須賀川西部地域除雪車車庫 施 設 番 号
基準日

1



～
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

須賀川市木之崎字向原27番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0230
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

教職員住宅として使用するため

教職員住宅使用規則

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
長沼地域

1 0001 木之崎教職員住宅

所 有 者 総建築面積 81.00

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
199181.00

81.00
81.00450.00

供用開始日 1991/04/01

耐震診断̲未実施

3

木之崎教職員住宅

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

住宅 公共用 木造 1 0 81.00

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) - -
総額 0.0

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0230木之崎教職員住宅

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 木之崎教職員住宅 施 設 番 号 L120-0230
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
↑

↓
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0230
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

5

5

5

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

木之崎教職員住宅 施 設 番 号
基準日

1



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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12

10
9
8
7
6
5
4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

滝字重兵エ山３番地
須賀川市 経済環境部農政課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0260
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

藤沼ダムの維持管理

無

■　運営・管理情報
一部業務委託

公共用
長沼地域

1 1 藤沼ダム管理所

所 有 者 総建築面積 116.91

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
2016223.90

223.90
223.901274.00

供用開始日 2021/04/01

新耐震基準適合

3

藤沼ダム管理所

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

公用 鉄筋C造 2 116.91

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 61.0 △ 18.0
総額 3,432.0

0.0 0.0
人件費

1,114.3 999.5
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

1,338.9 1,098.1

1,877.2 224.5 98.6
光熱水費 1,554.8

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0260藤沼ダム管理所

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- △ 100.0
0.0 634.4 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 634.4 0.0

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0
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利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 藤沼ダム管理所 施 設 番 号 L120-0260
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

3

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ② 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0260
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

5

3

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

③16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

5

5

5

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

藤沼ダム管理所 施 設 番 号
基準日

1
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1989 新耐震基準適合

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

花岡34番地2
須賀川市 総務部行政管理課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0270
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

用途廃止により引継ぎ

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
須賀川地域

1 0001 会館棟

所 有 者 総建築面積 819.02

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1989958.57

988.57
988.575213.00

供用開始日 1989/03/01

新耐震基準適合

30.000002 機械室棟 倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 30.00
3

旧産業会館

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

庁舎 公共用 鉄筋C造 2 0 789.02

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
令和３年４月１日付けで供用廃止。

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 29.8 3.7
総額 4.2

0.0 0.0
人件費

0.0 0.0
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

5.5 5.7

4.2 5.5 5.7
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0270旧産業会館

（人）

　財　務　情　報

令和6年
0 00

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

29.8 3.7
4.2 5.5 5.7

対前年度増減率(%)

国・県支出金
4.2 5.5 5.7

0 2 4 6 8

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

500

1000

1500

2000

2500

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 旧産業会館 施 設 番 号 L120-0270
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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10
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100
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

貸付物件のため不明。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ① 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

貸付物件のため不明。

貸付物件のため不明。

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ① 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

貸付物件のため不明。

6

L120-0270
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①

貸付物件のため、民間物件で代替可能。

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

1

1

1

5

1

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

旧産業会館 施 設 番 号
基準日

1貸付物件のため不明。



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

中山63番地、栄町183番地
須賀川市 建設部都市計画課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

L120-0280
共通
その他
その他

令和7年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

駅の利便性を向上させることによる交通結接点としての機能強化及び駅周辺地区のに
ぎわい創出

■　運営・管理情報

公共用

1 0001 須賀川駅東西自由連絡通路

所 有 者 総建築面積 800.21

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
20251,106.42

1106.42
1106.423262.37

供用開始日 2025/01/25

新耐震基準適合

3

須賀川駅東西自由連絡通路

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

その他 公共用 鉄骨造 2 0 800.21

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
JR東日本と協定を締結し、JR東日本にて建築

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和4年 令和5年 令和6年

基準日 令和7年3月31日

　　【歳入の推移】

令和4年 令和5年 令和6年

令和4年 令和5年 令和6年

実績値
対前年度比

0.0 0.0 0.0

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) - -
総額 0.0

0.0 0.0
人件費

0.0 242.7
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

0.0 571.1

0.0 0.0 328.5
光熱水費 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施 設 番 号 L120-0280須賀川駅東西自由連絡通路

　財　務　情　報

令和6年

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年

- -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和4年 令和5年 令和6年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 100 200 300 400 500 600

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他

基準日 令和7年3月31日

令和6年 歳出総額
令和6年 利用日数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川駅東西自由連絡通路 施 設 番 号 L120-0280
施設大分類 共通 施設中分類 その他

利
用
度

高
↑

↓
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

③ バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和7年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

L120-0280
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ③ 不特定多数の住民に利用されていますか。 5

5

5

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

③16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

③

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

5

5

5

5

施設小分類 その他

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 その他

須賀川駅東西自由連絡通路 施 設 番 号
基準日

5


